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これまでの
SDGS取り組みの概要



中央大学の概要 ■ 創立年：1918年、100年以上の教育の歴史

■ キャンパス：ソウルキャンパス（都市型）、
安城キャンパス（自然型）

■ ビジョン：CAU 2030+（創造・融合・責任を
備えたグローバル・リーダーの育成）

■ 学生数：約2万人、多様な専攻と融合教育を
展開

https://www.cau.ac.kr/vr2020/seoul/


持続可能な
発展戦略の概要

■ ESG経営の導入：2022年より本格的に実施

– 環境（Environment）環境に優しいキャ
ンパスの構築、エネルギーの節約、炭
素排出の削減など、持続可能な環境の
ための実践。

– 社会（Social）多様性と包摂性、地域社
会との協力、学生と教職員の福祉向上
など、社会的責任の遂行を目指す。

– ガバナンス（Governance）透明な意思
決定、倫理的な経営、責任ある業務運
営を通じて、信頼される大学を目指す。

■ 国連SDGsとの連携：教育・気候変動・不平等
解消を中心に対応

17の達成目標
１貧困をなくそう
２飢餓をゼロに
３すべての人に健康と福祉を
４質の高い教育をみんなに
５ジェンダー平等を実現しよう
６安全な水とトイレを世界中に
７エネルギーをみんなにそしてクリー
ンに
８働きがいも経済成長も
９産業と技術革新の基盤をつくろう

10 人や国の不平等をなくそう
11 住み続けられるまちづくりを
12 つくる責任つかう責任
13 気候変動に具体的な対策を
14 海の豊かさを守ろう
15 陸の豊かさも守ろう
16 平和と公正をすべての人に
17 パートナーシップで目標を達成し
よう



持続可能な
発展戦略の概要

■ 4つの戦略分野

– 教育の革新

– 持続可能な研究

– 包摂的なガバナンス

– 外部リーダーシップと地域連携

外部リーダーシップと地域連携
ESGフォーラムの開催、ESG CEO課程の運営
地域社会との協力
グローバルESGネットワークへの参加

包摂的ガバナンス
女性・障がい者・社会的弱者の教育機会拡大
学生参加型の意思決定構造
財政の透明性と多様性を重視した政策運営

持続可能な研究
カーボンニュートラル技術の開発
CO₂転換技術、AIによる気候予測モデルの研究
産学連携によるESG実証プロジェクトの推進

教育の革新
ESGの価値と持続可能性を反映した教育課程の運営
学部および大学院におけるESG融合型科目の開設
未来の人材育成

下層の「教育」と「研究」は、大学の本質的な機能を意味し、
上層の「ガバナンス」と「外部リーダーシップ」は、それを
基盤として社会的責任を拡張する構造です。ピラミッドは、
安定性と拡張性の両方を象徴しており、ESG戦略が段階的か
つ統合的に機能していることを示す。



教育分野の実践 ■ ESG教育課程の運営

– 学部・大学院で10科目以上を開設

■ 持続可能な開発と社会的責任：持続可能性
の概念、国際的なSDGsの動向、企業の社
会的責任（CSR）などを扱う科目。

■ 気候経済学：環境保護と経済活動のバラン
ス、環境政策の評価などを学ぶ。

■ 倫理的リーダーシップとガバナンス：組織
の透明性、倫理的意思決定、リーダーシッ
プの役割に焦点を当てる。

■ ESG投資と金融：ESG評価基準に基づく投
資戦略、サステナブルファイナンスの実践。

■ 社会的企業とイノベーション：社会的課題
を解決するビジネスモデルや、社会的企業
の事例研究。

■ グローカルイノベーター育成

– 国際課題解決型プロジェクト学習

■ 生涯教育の拡充

– オンライン講義プラットフォーム、成人向
けプログラム



研究分野の実践 ■ FEETSプラットフォーム

– カーボンニュートラル技術統合プ
ラットフォームの開発

■ CO₂転換技術

– 廃棄物ベースの炭素転換、特許出願
3件

■ AIによる気候予測

– 降水量予測精度85%以上、地域への
応用事例あり



包摂的
ガバナンスと環境
配慮型キャンパス

■ 女性研究者支援

– 育児休暇と研究費の連携、女性比率
の向上

■ 障がい者のアクセス拡大

– バリアフリーキャンパス、教育コン
テンツの改善

■ グリーン建築認証

– 100周年記念館、エネルギー節約設
備の導入

■ 持続可能な食環境

– ベジタリアンメニューの拡充、地域
食材の活用



ESG外部リーダー
シップの実践

■ カーボンニュートラルESGフォーラム

– 大学主催の国内初ESGフォーラム開
催

■ ESG CEO課程

– 企業リーダー向けESG教育、100名
以上が修了

■ デジタル革新プラットフォーム研究所

– 持続可能な技術開発と社会課題の解
決



地域社会との
連携活動

■ キャンパスタウン事業

– 若者起業支援30件以上、地域商業の活
性化

■ 都市再生プロジェクト

– 安城市との協力による老朽地域の改善

■ モバイル健康相談

– 地域住民向け無料健康サービス、500
人以上が参加



2030 年までの
取り組み計画



CAU 2030+戦略
の方向性

■ 目標

– ESGを内在化した大学運営体制の構
築

■ 核心価値

– 創造性・包摂性・責任性

■ 戦略的アプローチ

– 教育・研究・社会貢献の統合的ESG
実践



教育分野の計画 ■ ESG融合型専攻の拡充

– 環境・社会・ガバナンス関連の融合
学科を新設

■ 持続可能性リーダーシッププログラム

– 学部生向けグローバルリーダー育成
課程

■ デジタル学習環境の強化

– AIチューター、メタバース講義の導
入



研究分野の計画 ■ カーボンニュートラル技術の商用化

– 産業界との実証研究の拡大

■ 持続可能なエネルギー研究

– 太陽光・水素ベースの技術開発

■ 産学官連携の強化

– ESGスタートアップとの共同プロ
ジェクト推進



包摂的
ガバナンスの
強化

■ 多様性重視の政策拡充

– 性別・障がい・国籍を問わない参加
保障

■ 学生参加型意思決定

– 予算・政策に学生の意見を反映する
仕組み

■ 持続可能性評価指標の導入

– ESG成果の測定と公開



環境配慮型
キャンパスの
ビジョン

■ Net-Zeroキャンパス目標

– 2030年までに炭素中立を達成

■ スマートエネルギー管理

– IoTベースのエネルギー監視システ
ム導入

■ グリーンインフラの拡張

– 太陽光パネル、環境配慮型交通手段
の導入



地域・グロー
バル連携計画

■ 地域ESGパートナーシップの強化

– 自治体・企業との共同プロジェクト

■ 国際持続可能性ネットワークへの参加

– 世界の大学との協力

■ ESG教育ハブの構築

– アジアのESG教育の中心地として発
展



結論 ■ 持続可能な大学モデルへの飛躍

中央大学は、ESG戦略を通じて教育機関としての社
会的責任を強化し、持続可能な未来に向けた具体
的な実践と計画を提示しています。 CAU 2030+戦
略は、単なるビジョンではなく、実現可能な実行
ロードマップとして、大学の持続可能性への転換
を牽引しています。こうした取り組みは、中央大
学が国内外における持続可能性の先導的な大学と
して位置づけられるための重要な基盤となるで
しょう。



ありがとうございました。


